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関係性の循環をうみだす

つくラッセルというありかた



プロフィール
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地域で暮らす、はたらく、くらしごと

株式会社M-easy 代表取締役（人材創造拠点つくラッセル運営）
株式会社あんじゃない代表取締役（地域密着型デイサービスあんじゃない運営）
小渡・小原販売店戸田新聞店代表
一般社団法人おいでん・さんそん代表理事（おいでん・さんそんセンター運営）
一般社団法人里モビニティ代表理事
株式会社きく結び取締役顧問（訪問看護ステーションかえるの家運営）
NPO法人みち理事（障がい者就労継続支援B型事業所よりみち運営）

築羽自治区広報部長、 旭木の駅プロジェクト実行委員会事務局、耕LIfeアドバイザー、豊田市生涯学習審議委員、豊田市
市民活動促進委員、旭・小原商工会員、豊田市消防団第九方面隊第四分団所属、つくば太鼓くらぶ、山里ひとなる塾塾長、
山里合唱団「こだま」団長、あさひ民謡パラダイス、旭しょうゆづくり会など



Introduction

つくラッセルは、過疎対策プロジェクトを出発点として、地域住民、移住者、地域
内外の企業、活動団体などがつどう場としてはじまった。はたらく場を実装するこ
とで、日常的に「人がいる、一緒にいる」ことをつくりだすとともに、持続的な維
持管理を行っている。

現在は、いつも誰かがいる場の機能を新聞販売店の事業を中心に整え、地域資源や
遊休資産をいかす起業や新しい事業、都市部の企業と連携したサテライト業務、高
齢者介護や障がい者支援、マレットゴルフや合唱団などの健康や文化活動など、営
利・非営利をかかわらず多様な主体や事業が重なりながら、雇用の場、関係性を育
む場となっている。





原点

「あんたらいてくれるだけで嬉しい」と受け入れてくれた地域の皆さん
できるできないだけで評価しない、いることの価値と可能性

旭には大切にしたい当たり前の文化が根づいていたという気づき
お互いをよく知り、かかわり、一緒に体をうごかす、おせっかいをし、大
丈夫かと励ましあい、贈り合う



地域で暮らすを経験する

とにかく何でも引き受ける覚悟と行動。得たものと失ったものと学
んだもの。

自分としても、家族としても、移住の先輩としても、仕事としても、
ちょうどいいあんばいを模索し続ける。



経験から獲得する

ひとりではできないということ

弱さをだせる強さをもつこと

弱い私たちができることは、つながりあい、かかわり
あい、支え合うこと。
家族も、仲間も、地域も、スタッフも、自分事になる
ことの力を信じる。
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人・道具・場・資金循環
のメンテナンス機能

株式会社M-easyを中心につくラッセルを通して地域に投資する循環する仕組みを採用し、小さな事業でもはじめられる続けられるように、人材、
道具、場所、資金をお互いに融通しあう関係性を育むことを大切にしている。

＜コンセプト＞

社会関係資本（つながり・人）と、地域資源（自然・土地・施設）の価値循環を創造することで、未来につながる暮らしをつくる関係性創造拠点

社会・地域

ヒト（はたらく、かかわる、たのむ、つながる）
モノ（土地、資源、道具）
カネ（利用、購入、寄付、贈与）

つくラッセルの運営

つながりあい、
まざりあい、

かかわりあう場

シーズ・資源をいかす

地域密着型デイサービスあんじゃない
泊まるから住むまで こらっせる
シェアハウス福蔵寺
遊休資産活用サテライト倉庫・宇内戸倉庫
担い手創出スキマッチング
地域の情報発信新聞折込（事業継承）
遊休農地活用市民農園（NEW）
関係自治を育む山里ひとなる塾

ニーズ・課題に向き合う

旭木の駅プロジェクト活動連携
就労継続支援B型事業所よりみち活動連携
工務店など地域の専門事業者
大学や企業など外部機関
自治区

連携する



今日のポイント整理

Q1 活動動機、モチベーション
ここにみんなで機嫌よく暮らし続けていきたいということ

Q2 行政とどんな関係を作って来たか
各事業や団体で個別にかかわりがあるだけでなく、個人としても役割を担いな

がらかかわりがある。協力と協働の関係。つくラッセルはコンソーシアムの一員
として参画。地域住民活用部分で施設使用料の減免あり。

Q3 困った事を相談できる関係構築（マインドセット）制度や行動の変化
いること、いつきてもいいということ、色々な組織や機会を重ねることで、勝

手におとずれる機会をうむこと 雑談を大切にしたはたらく場づくり



まわりはじめる小さな兆し



築羽自治区の将来推計2005-2010年 2060年総数

Population Projection of Tukuba district “2010”



築羽自治区の将来推計2010-2015年 2060年総数

Population Projection of Tukuba district “2015”



Population Projection of Tukuba district “2020”

築羽自治区の将来推計2015-2020年 2060年総数



冬は雪遊び場にもなります♪

ご清聴ありがとうございました。



以下は、参考資料



過疎対策プロジェクト始動

地域で学んだありかた



日本再発進！

若者よ田舎をめざそうプロジェクト

2009年9月から2012年3月の間、都市部から募集した10名
の若者が、地域の空き家、耕作放棄地を借り、農業をな
りわいとした持続可能な農山村の暮らしを実践するとと
もに、農村コーディネータとして、人々の生活を守り、
豊かな自然環境、豊かな人間関係、豊かな生活を実現す
るための先駆けを目指すことを目的とした事業でした。

旭地区に移住するきっかけとなった過疎対策プロジェクト始動



緊急雇用対策事業として

稼ぐ農業の志向

しみる山里のホスピタリティと、期待と苛立ちと焦り

チームの崩壊

関係性の再構築

「あんたらいてくれるだけで、うれしい」

みんなで生き残っていくにはどうすればいいだろうか

暮らしをつくるはたらきかたへ

事業からでなくひとりひとりから発想する

覚悟を決めると、関係性がかわる



プロジェクト終了後

事業収入がなくなる。→ 余剰金は給料として支払い。

↓

お金があることでできることはある一方で、お金あることでできないこ

とがある。

お金に人生をあずける生きかたに不安定さを感じていたことに気づく。

本当に安心して安定した生きかたは、自分事で生きれること。

地域の命運と自分の人生を重ねて生きるということが心地よい。

地元になくてはならない存在になれた時、稼ぎはついてくる

さまざまな事業を創造しはじめる。



人口減少、少子高齢化、空き家、耕作放棄地、放置林、はたらく場所、買い物弱者、
介護や看取りなど、モヤモヤする課題はたくさんあるけれども、

「お互いをよく知り、かかわり、一緒に体をうごかす、おせっかいをし、あんじゃ
ないと励ましあう」

という関わりを創り続けることで仮説が転がりだす。

旭には大切にしたい
当たり前の文化があった



廃校を活用したひとから
はじまる場所づくり

つくラッセル

2018年4月オープン

老若男女、移住者も、地域の人もゆるや
かにつながりながら、つどい、はたらき、
つくる場にしたい



どんな施設か

より

誰とするか



築羽小学校閉校式 2012年3月



つくばマレットゴルフ場















つくラッセルでは何が起こっているのか

• 暮らし目線のコミュニケーションがうまれる場

何かが起こることも、何かが起こらないことも、ひととひとのコミュニケーションがあってできること。コミュニケーションの総量をあ

げるさまざまな活動や事業ができる場になっている。

• お互い様の関係のなかで新しい事業創出や事業承継の場

何かをやりたいと思ったとき、何か困ったときに、話ができる相手がいる、実践できる場所がある、道具がある、事業の進めかたや起業

の仕方を相談できる、そんな関係性が広がっている。

• 暮らしの中ではたらくを両立した次世代育成の日常空間の創出

子どもと一緒に出勤ＯＫ、子どもたちがいられる居場所、子どもたちの活動場所や機会がある、中高生をはじめ若者たちへ相互関係によ

る暮らしやはたらくことを見せられる場、細切れの時間や急な用事などにも対応しながら助け合ってはたらける場になっている。

• クラウドソーシング拠点

都市部の企業と連携したテレワーク業務によって業務や雇用をうみだす場になっている。



つくばレクバレーボールクラブ



コワーキングスペース



テレワーク拠点
Man to Man株式会社
株式会社コングレ



休憩室



山里合唱団こだま



山里手習い塾



Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ

豆っこくらぶ



Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ

小渡小原販売店
戸田新聞店



Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ

あさひ薪研





Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ

旭木の駅プロジェクト



Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ Ａｇｒｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ

山っこくらぶ



マレットゴルフ
山里合唱団
集い、文化、学び



コレカラフーズ

農産物加工品
起業支援
Iターン人材



訪問看護ステーション
かえるの家

孫ターン人材
若者起業支援



竹々木々
地域資源活用
Iターン人材
起業支援



お仕事やれる～や
スキマッチング

地域の仕事紹介
UIターン人材



間伐材木工研究会
学びと森林活用



就労継続支援B型
「よりみち」

起業支援
森林資源活用
小仕事づくり



古民家こらっせる
泊まるから住む
若者起業支援



おいでん・さんそ
んセンター



地域連携
地域密着型デイ
サービスあん
じゃない
いちゃりば
ちょーでー





2023年夏 ４年ぶり つくばの夏まつりに向けて 太鼓練習再開♪


